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冬の間、近隣の山々や里に厚く積もっていた雪が溶け、地表から春を告げる福寿草の花が

顔を出し、県内からも桜の便りが届く、穏やかな季節を迎えました。 

 

本日、日頃から本校の教育振興に格段のご高配を頂いておりますご来賓の皆様のご臨席を

賜り、平成二十七年度長野県上田高等学校卒業式をかくも盛大に挙行できますこと、大変有

難く、心より御礼を申し上げます。 

 

卒業生の皆さん、晴れのご卒業おめでとうございます。 

こうしていつも以上に凛々しい皆さんの姿を見てとても嬉しく思います。皆さんは、歴史

と伝統に輝く長野県上田高等学校の第百十四期卒業生として、ここにその名を刻むことにな

りました。本日皆さんに贈る「卒業おめでとう」の言葉は、高校生活における皆さんの精進、

努力に対する賞賛の言葉であるとともに、明日を担う皆さんへの大いなる期待と激励、はな

むけの詞でもあります。 

 

保護者の皆様方、お子様のご卒業、まことにおめでとうございます。 

お子様は今日ここに力強く新しいステージへ踏み出す時を迎えました。これまでのご労苦

とご訓育が実り、この日を迎えられましたことに、心からお祝いを申し上げます。 

 

さて、卒業生の皆さん、皆さんは本校での三年間、あるいは四年間、幾多の悩みや葛藤、

挫折や困難を乗り越え、授業、班活動、生徒会活動を始め、様々な活動に前向きに取り組み、

大きく成長し、多大な成果をあげてきました。皆さんが中心となって創り上げた今年度の松

尾祭のテーマは「Seize the days」でした。「Seize the day」とは、日本語では、「その日を

つかめ」あるいは「今日の花を摘め」、すなわち「今を生きろ」という意味に解釈されていま

す。 

今月十一日には、東日本大震災から丸五年を迎えますが、その復興は未だ途上にあり、被

災された方々や大切な人を失った方々の、例えば故郷に帰りたいなどの願いは必ずしも十分

に叶えられないまま時が過ぎています。この大震災が私たちに教えてくれたこと、それは、

いつ何時何が起こるかわからないこの世界で、今自分たちが生きているという奇跡を全身で

感じ、それに感謝し、今を精一杯生きることが大切だということ、そしてそれが希望ある未

来を創ることに繋がるということ、ではないかと考えています。 

 ここ長野県でもこれまでにいくつもの大きな地震が起きました。中でも上田藩主だった真

田信之が封じられたことで本校とも縁のある松代で、昭和四十年から、五年半の長きにわた

って続いた、いわゆる「松代群発地震」がよく知られています。この五年半の間に、体に感

じた「有感地震」だけでも、震度五、震度四の大きなものを含めて六万回を超え、いつ止む

か見当もつかない地震に対する住民の不安や恐怖は筆舌に尽くしがたいものがありました。



その最盛期の昭和四十二年、当時の松代町長であった故中村兼治郎氏は、現地を訪れた国会

議員の調査団に「何か必要なものはないか」と問われ、「学問が欲しい」という有名な言葉を

発しました。結果的には、地震予知などの科学と住民との連携により、幸いにも地震による

直接の死者も火災もなかったと言われていますが、群発の最盛期に町長が一番欲しかったの

は、お金でも物資でもなく、住民の命を救い、不安や恐怖を取り除いてくれる学問であった

のです。 

 福沢諭吉はその著書『学問のすすめ』の中で、学ぶこと、知ることの大切さを説いていま

すが、基礎的学問を含め、真の学問とは、自らを幸福にし、人生を豊かにするとともに、ほ

かの人の役に立つものを指すのだと考えます。 

本校生もスタディツアーでフィリピンを訪れますが、そのレイテ島という所にあるフィリ

ピン大学医学部レイテ分校と交流を続けている佐久総合病院の職員の皆さんによると、レイ

テ分校の学生たちは、目の輝きと必死さが圧倒的に違うと言います。学生の多くは貧しい地

方の出身であり、医療が未成熟で、十分な手当てを受けられずに亡くなっていく人々を日々

目の当たりにする中で医学を志した彼らは、自分が身に付ける一つ一つの知識、一つ一つの

技術が人一人の命を救うことに繋がるという自覚を強く持っているのだそうです。 

 私は、一年間、本校で学ぶ生徒諸君の姿や本校が指定を受けているＳＧＨの取組を見て、

「強い学び」「深い学び」ということと、「本物の学力とは一体何なのだろうか」ということ

を考えるようになりました。本校で学んできた皆さんは、「学び」とは、机の上で完結するも

のではなく、人の命を救うもの、世界の平和を維持するためのもの、社会や世界をよりよく

するためのもの、としてとらえることができているはずです。 

 皆さんの卒業後の進路は様々ですが、それぞれの道で、今後も、生涯にわたって、本当の

意味での学びを続けてほしいと思います。そして、校歌にあるように、上田高校卒業生とし

て「至高の望み」と「至剛の誇り」、さらには真田から伝わる「気概」を持ち、「いざ百難に

試みん」という心意気で、これから出会うであろう幾多の困難を乗り越えて行ってほしいと

願っています。 

 

卒業する皆さんは、今日、楽しかったこと、悲しかったこと、嬉しかったこと、苦しかっ

たこと、様々な思い出が詰まった学び舎を後にし、毎日くぐって登校して来た「古城の門」

から新しい世界へと巣立って行きますが、古城の門は、これからも母校を訪れる皆さんをい

つでもあたたかく迎えてくれます。上田高校はいつまでも皆さんとともにあります。 

 

今日は少し寒い日になりましたが、明日からは暖かくなるそうです。卒業する皆さんの将

来が光り輝くものであること、皆さんの人生が幸福と充実感に満ちたものであることを心か

ら願って式辞といたします。 

 

平成二十八年三月二日 

長野県上田高等学校長 内堀 繁利 

 


